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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
西原 寿史

限りある資源を上手く循環させることで、もっと暮らしやすい地球を。

我々は、ゴミという名の資源を上手にリサイクル・循環させることで地球の環境を守りたいと考え事業を行ってま
いりました。現状に満足することなく未来のゴミ資源の活用に真剣に取り組み、住みやすい地球環境づくりを目指
しております。
弊社が多く取り扱う廃プラスチックの再資源化を行うことで、資源循環をさらに加速していくことにより地域及び
地球環境への貢献の取り組みを強化してまいります。

・廃棄物受入及び高度再生加工のための設備投資
・処理量増加に伴う管理部門及び現場部門の人財確保
・処理量増加に伴う物流網の確保
・安定した高品質再生材加工のための社員教育と育成

リサイクルセンター

〇本社所在地：広島県広島市中区

〇事業概要：一般廃棄物収集運搬業、産

業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物・プ

ラスチック再生処理業、一般貨物運送

業

〇常時使用する従業員：90名

（2026年3月時点）

〇現在の売上高：15億円

（ 2026年3月期）

〇法人番号：9240001014891

〇Web：http://nishihara-rc.co.jp

株式会社西原資源（廃棄物処理業）

• 代表者を責任者とする事業推進体制を構築し、賛同企業との連
携拡充及び新規先獲得を図り、回収物量並びに販売量を確保

• 自社防府工場の隣地に再生事業に特化した工場を新設し、再資
源化事業を強化

• 広島リサイクルセンター内の設備更新を行い、処理能力を強化
• 本社中心となり、人財確保に向けた取り組みの強化

「循環経済行動計画」に紐づく、国内再生材利用促進において、
我々は供給サイドとして現在のビジネスモデルから更に再生事業
を強化し、国内需要とともに成長を目指す。
【具体的施策】
• 設備投資による廃棄物受入量の拡大
• 設備投資による再生材（再生プラスチックパレット）の販売
• 生成資源循環モデル（廃棄物回収→再生加工→再利用）賛同企

業との連携拡充

2037年売上高100億円達成に向け、再生資源販売を強化し達成を目指す
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